
別紙
欄に記入してください

温室効果ガス削減計画

１　事業の概要

（１）事業所の名称

（２）事業所の所在地

（３）業種

（４）事業所位置図
　　　別紙のとおり

２　計画の期間

　　
３　計画の基本的な方向

三井・ダウ ポリケミカル株式会社　大竹工場

広島県大竹市東栄二丁目１番２１号

１６３５　プラスチック製造業

　本計画の期間は，平成25(2013)年度を基準年度とし，令和5(2023)年度から令和12(2030)年度までの　8　年
間とする。

１　基本的な考え方
当社は、以下を企業理念として事業活動を展開していく。
（１）環境保全及び安全の確保は企業の社会的責任である。これらの確保なくして企業の発展と
　　　永続はない。　
（２）高品質のサービスを提供することにより、広く社会に貢献する。

２　工場環境方針
○ 限りある貴重な資源を有効に利用し、環境汚染の予防に努めるために次の項目を重点テーマと
　 して推進する。
・環境汚染物質の排出抑制
・廃棄物の削減、再利用、リサイクル
・省エネルギーの推進
○ 環境に係わる法令及び協定等を遵守する。
○ 環境方針達成のために具体的な環境目的及び目標を定め、計画的な推進及び見直しにより、環
　 境マネジメントシステムの継続的改善を図る。
○ 全ての従業員に環境方針を周知し、変化に対応した活動を推進する。
○ 環境に関する社外活動、広報活動等により地域との共生を図る。



４　温室効果ガスの排出状況（二酸化炭素換算）

【エネルギー起源二酸化炭素】

【非エネルギー起源二酸化炭素】

【その他温室効果ガス】

温室効果ガス排出量（t-CO2）

基準年度 直近年度

平成25（2013）年度 令和4（2022）年度

温室効果ガス排出量（t-CO2）

基準年度 直近年度

平成25（2013）年度 令和4（2022）年度

温室効果ガス排出量（t-CO2）

基準年度 直近年度

平成25（2013）年度 令和4（2022）年度

温室効果ガス
の種類

二酸化炭素 55,656 46,578 

温室効果ガス
の種類

二酸化炭素

温室効果ガス
の種類

メタン

一酸化二窒素

その他
温室効果

ガス
ＨＦＣ
ＰＦＣ
ＳＦ6

ＮＦ3



５　温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標

　《排出量を削減目標とする場合》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　単位：排出量（t-CO2），削減率（％）

削減率

（b）

-

　※　削減率(b)＝(c)/(a)×100　　削減量(c)=(a)-(d)

　《原単位を削減目標とする場合》

　　原単位算定に用いた指標： 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：排出量(t-CO2），原単位量（kg等），削減率（％）

排出量 原単位 原単位 削減率 排出 原単位 原単位

数値 見込量 見込数値 見込

（a) （ｂ） （ｃ） （ｄ) （e) （f） （g）

非公開 非公開 1.210 1.5 算出不可 計画未 1.192 

非公開 非公開 0.962 0.2 算出不可 計画未 0.960 

－ － 386.60 1.7 － － 380.00 

※　削減率(d)＝｛(c)－(g)｝/(c)×100　　原単位(c)＝(a)/(b)　　原単位見込(g)＝(e)/(f)

基準年度 目標年度

（平成25（2013）年度） （令和 12（2030）年度）

排出量 削減量 排出見込量

（a) （c) (d)

エネルギー起源CO2 0 

非エネルギー起源CO2 0 

メタン 0 

一酸化二窒素 0 

その他
温室効果ガス

0 

温室効果ガス
実排出量総計

0 

温室効果ガス
みなし排出量

0 

目標設定の考え方

生産量

基準年度 目標年度

（平成25（2013）年度） （令和12（2030）年度）

エネルギー起源CO2

品目A

品目B

非エネルギー起源CO2

メタン

一酸化二窒素

その他
温室効果ガス

総排出量

エネルギー消費原単位
（原油換算kl）

目標設定の考え方
・エネルギー消費原単位として原単位ベース毎年０．１％の削減率
・省エネ法改正後の熱量換算係数にて基準年度および目標年度のエネルギー消費原
　単位見直し

温室効果ガスの種類

削減目標

温室効果ガスの種類

原単位
削減目標



６　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置項目及び目標並びに具体的な取組等

○　温室効果ガスの排出抑制に向けた取組

1

2

3

4

※ 「原単位」で作成する場合は，数値目標欄の記載例中，「使用量」を「原単位」に適宜読み替えること。

○　温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組（環境価値の活用等）

1

2

3

○　その他の取組

1

2

3

※　環境に配慮した実践的な取組などをされていれば記載してください。

項　　目 数値目標 具体的な取組

電気及び蒸気使用量の削
減

原単位を1.7％削減

・運転条件変更による省エネ推進
・省エネ機器（高効率化）の導入検討
・不要時の機器停止の徹底
・昼休憩時の消灯の徹底
・冷暖房温度の適正管理
・蒸気トラップ不良による蒸気ロスの削減

種　　類 合計量

項　　目 数値目標 具体的な取組



７　温室効果ガス削減計画の推進並びに実施状況の点検及び評価に関する方法等　

（１）推進・点検体制

（２）実施状況の点検・評価

（３）計画書等の公表

エネルギー管理士を中心として、毎年、温室効果ガス削減計画の取組状況の把握・点検及び問題点の検討を行
う。またエネルギー管理委員会において定期的に評価・見直し等を行い、継続的向上を図る。

閲覧場所　三井・ダウ　ポリケミカル株式会社　大竹工場



　　

工 場 位 置 図
山口県岩国市

岩国へ
山口県和木町 広島県大竹市

和木駅
ＪＲ山陽本線 広島へ

大竹駅

国道２号線

三井化学㈱ 小

岩国大竹工場　岩国地区
瀬

川

三井化学㈱岩国大竹工場ＥＮＥＯＳ㈱
岩　国　港

大竹地区
麻里布製油所

三井化学㈱

日本製紙㈱
大竹工場 日本製紙㈱

大竹工場   ㈱ダイセル

山　口　県
   大竹工場

㈱ダイセル
Ｎ

大竹工場
瀬戸内海 広　島　県

潮
遊
池

三井・ﾀﾞｳ 
ﾎﾟﾘｹﾐｶﾙ㈱
大竹工場

　三菱ケミカル㈱

　広島事業所


